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【課　題】� 総合的取組
【主　体】� 福島県
【連絡先】� 福島県�企画調整部
� 土地・水調整課
　tochi_mizu@pref.fukushima.lg.jp

福島県

栃木県

宮城県

　

福
島
県
で
は
、
２
０
０
６
年
に
高
度
経

済
成
長
期
の
代
償
で
悪
化
し
た
県
内
の
河

川
の
水
環
境
に
つ
い
て
、
50
年
前
の
よ
う

に
子
ど
も
た
ち
が
川
遊
び
で
き
る
環
境
を

取
り
戻
す
こ
と
を
目
標
に
、
う
つ
く
し
ま

「
水
と
の
共
生
」
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
２
０
１
７
年
4
月
に
は
、

「
福
島
県
水
循
環
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、

流
域
単
位
で
の
上
中
下
流
の
連
携
を
強
め
、

水
質
保
全
の
取
組
の
一
層
の
推
進
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。

「
源
流
県
」
ふ
く
し
ま

　

福
島
県
は
、
水
源
を
か
ん
養
す
る
豊
か

な
森
林
と
、
多
く
の
河
川
や
湖
沼
、
湧
水

等
の
豊
か
な
水
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

河
川
の
水
源
の
ほ
と
ん
ど
が
県
内
に
あ
る

「
源
流
県
」
と
な
り
、
水
と
の
関
わ
り
方
が

下
流
の
県
や
海
に
直
接
影
響
す
る
点
か
ら

も
、
源
流
県
と
し
て
の
果
た
す
責
任
は
大

阿賀野川

阿武隈川

真野川
檜原湖
秋元湖

沼沢湖

猪
苗
代
湖

新田川

木戸川

夏井川

鮫川
那
珂
川

久
慈
川

浜通り地方

中通り地方

会津地方
奥会津や飯豊、磐梯などの山々から湧き出た水が、
くらしの中に息づく山紫水明の流域

甲子高原や八溝山など、いくつもの源流の水が、
まちの営みの中で大切に使われ清らかに流れる流域

阿武隈高地の森から生まれる川にサケやアユが
遡上する、森・川・海のつながりが見える流域

喜多方
○

郡山○

いわき○

須賀川
○

二本松
○

福島◎

○
白河

○
田村

○
南相馬

○
伊達

会津若松
○ 阿武隈川水系

二級河川の水系

久慈川水系

二級河川の水系

久慈川水系

那珂川水系

阿賀野川水系

Profile

山形県

新潟県

12
case 計画策定の事例

福島県

連携による健全な水循環の継承
水に学び、水とともに生きる

福島県を流域や水系の特徴によって分けた「会津地方」「中通り地方」「浜通り地方」



89 福島県

き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

高
度
経
済
成
長
期
の
代
償
で
悪
化
し
た
水

環
境
や
、
近
年
の
地
球
環
境
の
変
化
の
影

響
に
よ
り
、
福
島
県
の
健
全
な
水
循
環
・

水
環
境
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
重
視
の
取
組
開
始

　

福
島
県
で
は
「
う
つ
く
し
ま
水
と
の
共

生
プ
ラ
ン
」
を
実
現
す
る
た
め
、
各
団
体

が
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
動
し
て

き
た
体
制
を
一
新
し
、
関
係
機
関
の
密
接

な
連
携
に
基
づ
く
推
進
体
制
が
不
可
欠

と
考
え
、
２
０
１
７
年
4
月
28
日
に
全
県

域
を
対
象
と
し
た
「
福
島
県
水
循
環
協
議

会
」
を
設
立
し
て
い
ま
す
。
設
立
初
年
度

に
あ
た
る
２
０
１
７
年
度
は
、
①
水
質
保

全
、
②
環
境
教
育
、
③
環
境
保
全
、
④
総

合
調
整
と
い
っ
た
課
題
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
各
活
動
団
体
の
取
組
状
況
等
の
情
報

共
有
を
図
る
こ
と
で
、
水
循
環
施
策
の
普

及
・
発
展
へ
と
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

３
地
方
の
特
徴
を
い
か
す

　

福
島
県
は
「
会
津
地
方
」、「
中
通
り
地

方
」、「
浜
通
り
地
方
」
と
い
っ
た
、
流
域

や
水
系
の
特
徴
に
よ
っ
て
３
つ
の
地
方
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
３
つ
の
地
方
が
抱
え
る

「
水
」
に
関
す
る
具
体
な
課
題
を
把
握
し
、

共
有
し
、
解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

２
０
１
７
年
10
月
に
福
島
県
水
循
環
協
議

会
の
下
、
３
地
方
そ
れ
ぞ
れ
に
「
地
方
流

域
水
循
環
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
流
域
水
循
環
協
議
会
は
、
地
元
の
活

動
団
体
、
市
町
村
、
国
、
県
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
2
0
1
9
年

2
月
に
は
、
各
地
方
の
課
題
解
決
を
図
る

た
め
の
重
点
施
策
を
設
定
し
、
３
つ
の
地

方
ご
と
に
「
流
域
水
循
環
計
画
」
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
計
画
の
下
、
各
地
方

の
流
域
住
民
の
水
循
環
に
対
す
る
意
識
が

向
上
し
、
各
団
体
の
活
動
が
よ
り
活
発
化

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

❶かつてよく見られた親子で川遊びをする姿（いわき市小玉川）

●❶

50 年前の水とくらしを取り戻す

各地方流域水循環協議会の
メンバー　
・民間団体
・市町村
・国関係機関
・県関係本庁、出先機関

各地方流域水循環協議会の役割
・各地方流域水循環計画策定
・各流域、団体間の情報共有、
連携、調整

・各流域団体等が抱える課題等
の解決

会
津
地
方
流
域
水
循
環
協
議
会

 

【
阿
賀
野
川
流
域
、湖
沼（
猪
苗
代
湖
、裏
磐
梯
等
）】
　

中
通
り
地
方
流
域
水
循
環
協
議
会

 

【
阿
武
隈
川
流
域
、久
慈
川
流
域
、湖
沼（
南
湖
）】
　

浜
通
り
地
方
流
域
水
循
環
協
議
会

 

【
浜
通
り
沿
岸
域
、閉
鎖
性
水
域（
松
川
浦
）】
　

福島県水循環協議会
（会長：企画調整部長）
福島県水循環協議会

県水循環協議会のメンバー
・民間団体
・市、地方町村会
・国関係機関
・県庁内関係各課
・顧問

協議会の運営等
・事務局は県土地・水調整課に置く
（県水循環協議会及び地方流域
水循環協議会）

連
携

連
携

連
携

連
携

情報共有・総合調整情報共有・総合調整

福島県における協議会の体制
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高
度
経
済
成
長
に
伴
う
水
環
境
悪
化

1980頃

河
川
の
水
質
、
生
態
系
の
悪
化

人
と
水
と
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
の
減
少

こ
れ
ま
で
の
取
組

福
島
県
で
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
悪
化
し
た
県
内
の

河
川
の
水
環
境
の
回
復
を
目
的
に
、
う
つ
く
し
ま
「
水

と
の
共
生
」
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

２
０
１
７
年
４
月
に
は
、「
福
島
県
水
循
環
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
、
流
域
単
位
で
の
上
中
下
流
の
連
携
を
強

め
、
水
質
保
全
の
取
組
の
い
っ
そ
う
の
推
進
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。

2020 2015 2010 2005 1980

「
各
地
方
流
域
水
循
環
協
議
会
」
設
立

2017.10

「
各
地
方
流
域
水
循
環
計
画
」
策
定

2019.2

水
循
環
に
関
す
る
推
進
会
議

2016.9

「
福
島
県
水
循
環
協
議
会
」
設
立

2017.4

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

に
よ
る
密
な
連
携

「鍵」
その2

　

　

福
島
県
水
循
環
協
議
会
で
は
、「
総
合
調

整
」
こ
そ
が
最
重
要
事
項
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
ま
す
。
各
地
方
流
域
協
議
会
に
お

い
て
も
、
関
係
者
が
連
携
を
密
に
し
、
情

報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
各
団
体
が
抱
え

る
課
題
に
つ
い
て
多
面
的
に
対
応
し
て
い

く
こ
と
で
継
続
的
な
活
動
へ
と
つ
な
げ
よ

う
と
す
る
方
針
で
す
。
２
０
１
７
年
10
月

に
行
わ
れ
た
地
方
流
域
協
議
会
の
場
に
お

い
て
も
、
各
活
動
団
体
か
ら
、
活
動
内
容

や
地
域
特
有
の
課
題
、
将
来
の
目
標
に
関

う
つ
く
し
ま「
水
と
の
共
生
」

プ
ラ
ン
の
復
活

「鍵」
その1

　

　

福
島
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
治
水
や
利

水
、
環
境
保
全
と
い
っ
た
従
来
の
縦
割
り

の
施
策
で
は
な
く
、
産
・
学
・
民
・
官
が

幅
広
く
連
携
し
実
践
的
に
問
題
の
解
決
を

図
る
「
う
つ
く
し
ま
『
水
と
の
共
生
』
プ
ラ

ン
」
を
２
０
０
６
年
７
月
に
策
定
し
ま
し

た
。
本
プ
ラ
ン
で
は
実
践
的
取
組
の
方
針

と
し
て
３
つ
の
柱
を
掲
げ
て
お
り
、
方
針

に
基
づ
く
施
策
の
推
進
に
よ
り
、
50
年
前

の
よ
う
な
水
と
人
と
の
身
近
で
良
好
な
関

係
を
取
り
戻
し
、
次
世
代
へ
の
「
健
全
な

水
循
環
」
の
継
承
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
２
０
１
１
年
３
月
の
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
受
け
た
大
打
撃
に
よ

り
、
復
興
に
専
念
せ
ざ
る
を
得
ず
、
う
つ

く
し
ま
「
水
と
の
共
生
」
プ
ラ
ン
で
掲
げ

た
計
画
が
頓
挫
し
た
状
態
が
続
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
震
災
か
ら
約
４
年
後
に
あ
た
る

２
０
１
５
年
の
水
循
環
基
本
計
画
閣
議
決

定
を
機
に
、
同
プ
ラ
ン
で
掲
げ
た
３
つ
の

方
針
を
実
現
す
る
た
め
、
各
地
方
流
域
協

議
会
を
立
ち
上
げ
、
各
地
方
流
域
水
循
環

計
画
を
策
定
し
、
各
流
域
の
課
題
解
決
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

水
と
人
と
の

か
か
わ
り
の
再
構
築

水
質
管
理
体
制

の
確
立

３つの柱 施策の方向
（大分類）

施策の方向
（中分類）

流
域
を
単
位
と
し
た
施
策
の
総
合
的
な
展
開

水
と
の

か
か
わ
り
を
深
め
る

水にふれ、水に学ぶ仕組みづくりの推進1

連携・交流の促進2

水
を
育
む

森林や農地の保全・整備の推進３

水源や地下水保全対策の推進4

水
を
き
れ
い

に
す
る

生活排水や工場排水対策などの推進6

環境に配慮した農業の推進7

水
辺
を

豊
か
に
す
る

身近に親しめる水辺づくりの推進8

生態系に配慮した水辺づくりの推進9

水
を
地
域

で
生
か
す

水を生かした産業などの促進13

水
を
担
う 流域単位の水管理体制の構築14

水
を
大
切

に
使
う 水の有効利用の推進5

災
害
に
備
え
る

河川整備と一体となった流出抑制対策の
推進10

地域で取り組む減災対策の促進11

緊急時の円滑な水融通の仕組みづくりの
推進12

うつくしま「水との共生」プランの３つの柱と体系図

水
循
環
基
本
計
画
閣
議
決
定

20015.7〜

う
つ
く
し
ま
「
水
と
の
共
生
」
プ
ラ
ン
策
定

2006.7

モ
デ
ル
事
業
「
夏
井
川
流
域
の
会
」
結
成

2009.7

東
日
本
大
震
災
の
発
生
⇨
プ
ラ
ン
中
断

2011.3
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し
て
積
極
的
な
意
見
や
要
望
が
述
べ
ら
れ

て
お
り
、
福
島
県
に
よ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
に
よ
り
、
各
団
体
、
市
町
村
、
国
の
間

で
有
用
な
情
報
共
有
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

笑
顔
は
じ
け
る
、

ふ
る
さ
と
の
川
、夏
井
川

「鍵」
その3

　

う
つ
く
し
ま
『
水
と
の
共
生
』
プ
ラ
ン

に
お
け
る
、
流
域
単
位
で
の
「
産
・
学
・
民
・

官
」
連
携
に
よ
る
組
織
化
の
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
、
浜
通
り
地
方
の
夏
井
川
が
選
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
っ

た
夏
井
川
で
は
、
上
・
中
・
下
流
域
の
各

団
体
の
連
携
に
よ
り「
夏
井
川
流
域
の
会
」

が
２
０
０
７
年
９
月
に
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
夏
井
川
流
域
の
会
で
は
「
夏
井
川
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
21
」
を
策
定
し
、「
み
ん

な
で
見
て
、
み
ん
な
で
学
び
、
み
ん
な
で

考
え
、み
ん
な
で
実
践
し
て
い
く
」を
モ
ッ

ト
ー
と
し
た
活
動
を
10
年
に
も
わ
た
り
継

続
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
夏
井
川
の
上

流
か
ら
下
流
ま
で
の
27
地
点
で
同
日
同
時

間
帯
に
採
水
を
行
い
、
流
域
内
で
の
水
質

の
差
異
を
調
査
す
る
「
夏
井
川
一
斉
水
質

調
査
」
や
、
指
標
生
物
に
よ
り
水
質
判
定

を
行
う
「
水
生
生
物
調
査
」、
水
の
流
れ
を

体
感
し
て
も
ら
う「
夏
井
川
か
わ
く
だ
り
」

を
実
施
す
る
等
、
地
域
住
民
と
の
間
で
活

発
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
継
続
的
な
取
組
を
通
し
て
、
地
域
一

体
で
の
流
域
活
動
の
情
報
発
信
や
河
川
環

境
保
全
へ
の
提
言
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

１．水質浄化（県内の河川、湖沼の水質浄化）
２．教育（環境教育の促進、節水意識の向上等）
３．河川の環境保全（清掃活動等への支援等）
４．総合調整（県の窓口機能の強化）

　福島県水循環協議会

BeforeBefore AfterAfter

　行政

福島県企画調整部土地・水調整課
　・出前講座の実施
　・水環境ニュースの発行

福島県生活環境部
　・猪苗代湖の水質調査、
　　水質悪化抑制対策の実施
　・せせらぎスクールの実施

福島県土木部
　・河川環境の保全
　　（清掃活動等） など

など

活動への支援依頼／施策提案

連携強化・情報共有

活動への多面的な支援

　
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
）

　
行
政
（
県
・
市
町
村
）

課題の共有 + 活動の強化

（福島県水循環協議会設置後）（今までの取り組み）
個別の活動

【 総合調整機能（事務局：福島県土地・水調整課）】

情報共有・連携
（福島県水循環協議会設置後）（今までの取り組み）

　・水草回収
　・ゴミ拾い活動 など

　団体（NPO等）

課題の共有が不足

福島県水循環協議会設置による体制の強化

●❹

●❸

●❷

❷中通り地方流域水
循環協議会の様子　
❸水生生物調査に熱
心に取り組む　
❹26 時間水質調査
の取組の様子（夜間）
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産
・
学
・
民
・
官
の
連
携

注目1

　

　

各
地
方
流
域
水
循
環
協
議
会
で
は
、
水

に
関
わ
る
多
様
で
複
雑
な
問
題
を
解
決

す
る
た
め
、
流
域
に
関
わ
る
住
民
、
団
体
、

事
業
者
、
教
育
・
研
究
機
関
及
び
行
政
機

関
な
ど
、
多
く
の
関
係
者
が
水
循
環
に
関

す
る
様
々
な
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
健

全
な
水
循
環
の
回
復
と
そ
の
承
継
を
目
指

し
ま
す
。

地
域
連
携
に
よ
る

さ
ま
ざ
ま
な
水
環
境
保
全

注目2
　

全
国
的
に
も
有
名
な
福
島
県
の
豊
か
な

水
環
境
の
代
名
詞
で
も
あ
る
阿
武
隈
川
や

猪
苗
代
湖
に
お
い
て
も
地
域
と
連
携
し
た

多
岐
に
わ
た
る
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
阿
武
隈
川
の
河
川
環
境
保
全
の
推

進
を
目
的
と
し
て
１
９
９
４
年
に
発
足

し
た
「
阿
武
隈
川
サ
ミ
ッ
ト
」
で
は
、
河

口
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
、
上
中
下
流
児

童
交
流
会
等
の
小
学
生
や
地
域
を
対
象

と
し
た
事
業
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
猪

苗
代
湖
で
は
、
水
質
日
本
一
を
目
指
し
、

水
質
調
査
を
取
り
入
れ
た
環
境
学
習
や
、

２
０
０
９
年
以
降
延
べ
1
万
人
以
上
の
参

加
人
数
を
誇
る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
水
草
回
収
な
ど
、
猪
苗
代
湖
の
水
環
境

保
全
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

福
島
県
か
ら

全
国
規
模
に
も
展
開
！

注目3
　

福
島
県
で
は
、
県
内
の
水
環
境
活
動
団

体
が
一
同
に
会
し
、
地
域
・
流
域
間
の
活

動
報
告
、
情
報
交
換
や
今
後
の
活
動
へ
の

助
言
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
福
島

県
水
環
境
活
動
団
体
交
流
会
」
を
定
期
的

に
開
催
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
活
動
団

体
自
ら
同
交
流
会
を
全
国
規
模
に
拡
大
し
、

新
潟
県
や
山
口
県
等
の
全
国
12
県
を
交
え

た
「
全
国
河
川
愛
護
団
体
交
流
会
」
に
お

い
て
も
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

県
内
外
へ
の
交
流
を
発
展
さ
せ
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
度
も
11
月
11
日
・
12
日
に
山

口
県
を
舞
台
に
第
17
回
交
流
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

福島県の、ここにも「注目」

平成21年度以降　水草回収（地域ボランティア）参加人数

参
加
人
数

平成21年度以降　水草回収量

人

m3

水
草
回
収
量

複合的問題の解決

考え方
各分野の融合

仕組み
産学民官連携各地方流域水循環協議会

持続可能な共生社会の実現

1,271 1,695 1,666 2,002 1,784 1,991 

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 年度
138 1,289 0

2,500
5,000
7,500
10,000

H21

延べ１万人以上参加！

123.0 184.0 186.1 
259.0 168.2 238.7 

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 年度
6.0 68.0 

0
200
400
600
800

H21

合計1,200m3以上回収！

平成21年度以降　水草回収（地域ボランティア）参加人数

参
加
人
数

平成21年度以降　水草回収量

人

m3

水
草
回
収
量

複合的問題の解決

考え方
各分野の融合

仕組み
産学民官連携各地方流域水循環協議会

持続可能な共生社会の実現

1,271 1,695 1,666 2,002 1,784 1,991 

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 年度
138 1,289 0

2,500
5,000
7,500
10,000

H21

延べ１万人以上参加！

123.0 184.0 186.1 
259.0 168.2 238.7 

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 年度
6.0 68.0 

0
200
400
600
800

H21

合計1,200m3以上回収！

協議会の活動イメージ図

❺猪苗代湖（鬼沼）で清掃活動をする子どもたち　❻猪苗代湖で水質パックテストをする子ども
たち　❼全国河川愛護団体交流会での様子（荒川自然林園丁にて）

●❼

●❺

●❻

夏
井
川
流
域
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活動を軌道に乗せるコツは？
最初は地域で個々に活動していた団体（ス
ポーツ少年団やライオンズ倶楽部等）を組
織化して「夏井川友の会」を立ち上げまし
た。活動の資金は補助金等をあてにせず、
各団体単位で会費を徴収することで、ある
意味、自律して活動を継続してきました。
自律しながらみんなで一つのことを楽しい
顔でやることが継続のコツだと思います。

今後解決が必要な課題は？
長くやっているのでメンバーが高齢化しつ
つあります。地域には若い人たちで構成さ
れた青年部などもあるので、将来的には協
働していきたいと思っています。

活動をしていてうれしいことは？
活動を通しての出会い、ネットワークの広
がりを肌で感じることです。とくに全国河
川愛護団体交流会を通して、山口県や新潟
県等の全国の河川環境に対して同じ志を持
つ方々と意見交換し、現地を一緒に見て回
り、交流できることに喜びを感じます。

10年間活動が継続できている�
ポイントは？
行政頼みになると、河川管理の担当者が異
動し、活動やその思想が途絶えてしまい長
続きしません。どのようにして地域を巻き
込むか、輪を広げていくかが重要だと思い
ます。私たちは、毎月第１火曜に世話人会
を実施し、輪を広げる努力をしてきました。
それが結果的に継続につながっていると思
います。活動を継続するには、地域の輪を
広げつつ、役割を分担し、情報を共有して
いくことが大事だと思います。

最も苦労されていることは？
スタッフ集めがとても大変です。夏井川で
は毎年 26時間一斉水質調査を実施してい
ますが、子どもたちの保護者から協力の承
諾を得るのに苦労します。高専の学生にも
協力を依頼し、活動を継続しています。

活動をしていてうれしいことは？
子どもたちに水を体感・体験してもらい、
その中で子どもたちが声をあげ、感動して
いる姿を見ることが一番うれしいです。

［夏井川の流域連携を支える］
福島工業高等専門学校 名誉教授
夏井川流域の会代表 代表世話人

橋
は し

本
も と

 孝
こ う

一
い ち

さん

 略歴 　いわき市在住。1948 年生まれ。地域の環
境保全活動を積極的に支援すると共に、夏井川流
域住民による川づくり連絡会の代表世話人とし
て、夏井川流域の上下流の交流や、親水活動、環
境学習など水環境保全活動に尽力されている。

Key�
Person

［夏井川の活動を発信する］
福島県水環境活動団体交流会 代表世話人

夏井川流域の会代表 副代表世話人

高
た か

橋
は し

 宗
む ね

彦
ひ こ

さん

 略歴 　小野町在住。1951 年生まれ。地域づくり
活動に積極的に参加すると共に、夏井川友の会の
会長として、夏井川流域の上下流の交流や、親水
活動、環境学習など、水環境保全活動に尽力され
ている。

Key�
Person

小野町

いわき市

下流

上流


